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はじめに未来のトレンドを決定する重要なキーワードである“サスティナビリティ”の一つの意味合いは，エネルギや資源，食糧を含めて，枯渇というリスクに対応する考え方であると言われています。枯渇する資源に対しては，無駄なく，かつ有効に使うことが求められる一方，それにより産み出される製品や産品の付加価値や費用対効果を高めるための技術やプロセスが必要です。つまり，これまでの“ものづくり”や生産の概念を変えるきっかけにすべき視点であると思います。最近注目されているIoT活用やスマート化は，ものづくりや生産を変えるための重要な要素であり，コストやエネルギ消費を抑え，またいかに資源を有効に使うかを達成することが目的であり，生産性向上，品質向上，付加価値向上などにつなげていかなければなりません。地方公設試験研究機関の使命は，経営資源が十分でない中小企業や農林水産事業者に対して，将来を含めた事業課題の解決を技術面から支援することであり，上記のような課題に対しても新たな解決策を提示できるよう，技術開発を進めていかねばならないと捉えています。全国の公設試の中でも広島県立総合技術研究所の特徴は，工業系，農林水産系，保健環境系の異分野の研究組織を保有していることであり，今後の各産業の発展にとってその強みを活かせる環境が揃っています。今年度の成果集では，ロボットを使った生産自動化の技術と，工業技術を農業分野に活かして付加価値を生みだす技術を特集として取り上げました。どちらも，中小企業や農業事業者が抱える課題を取り上げ，その解決策を企業と共同で開発した成果です。その他の成果として，研究開発と技術支援によるものをそれぞれ８件ずつ挙げています。研究開発は新材料の開発，新たな加工・製造技術とその活用場面の提案，技術支援は農林水産業，食品，工業の生産現場等での支援実例を挙げており，幅広い分野の課題解決に少しでも参考になればと願っています。今後も，県内の中小企業や農林水産事業者の皆様のご要望や課題をより的確に把握し，それらに応える技術を開発し，事業展開につながるよう，研究開発をもっと効率的で確実なものにしていく所存です。我々の研究開発や技術支援の活動が，少しでも多くの県内中小企業や農林水産事業者の皆様の，日常の課題解決にスピーディに確実につながること，さらには競争力の向上につながり，新製品の開発や新たな事業の展開につながっていくことを目指していきます。平成28年５月 広島県立総合技術研究所所長 松 岡 孟
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